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（県レベルの市や県庁所在地など）への移転が認められた。これを契機に、広東、広西 鄭州ど十二の省・市で様々な戸籍制度改革が試行されてきた。その多くは条件付きで農村人口に都市の「居民戸籍」を与えるというものであった。鄭州市でも、二〇〇三年に同 な実験が行わたが、翌〇四年には新制度の執行 停止している。鄭州市の誤算は、 流入人口の圧力にあった。
他の省・市とも同
様に試行錯誤を繰り返しているが、そこに共通するのは、教育や社会保障制度の改革が戸籍の一元化に追い付かないということである。教育や社会保障制度は、
一九五〇年代から戸籍制度と表裏一体で管理・運営されてきたもので、財政支援の大きかった都市とほとんどが自己負担であった農村ではその水準に大きな開 がある。 は証書一枚でも一元化できるが、公共サービスの充実には相応 個人負担と もに、中小都市にも財政負担が重く しかかるわけである。
現政権の重要な政策課題である“都市・農村
の一体的発展”を実現するには、戸籍制度 改革が必要条件となるが、昨年末の中央経済工作会議など 連の重要 会議や通達でも、 “中小都市および小城鎮への移転規制の緩和”が提起されているのみである。これは少なくとも現時点では、農村人口を大都市へ させる条件が整っていないということであろう。
二〇〇九年においても沿海大都市では独自の
改革が進められて るが、中央政府の意向を反映してか戸籍転入の条件はか り厳しい 上海では累計七年以上の居住や一定水準以上の技術資格が求められているし、天津や広州市 は商品住宅の購入が条件である。
これらの条件には人材の確保や住宅販売と
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